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はじめに 

このシナリオ・ドキュメントでは、スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart)用のOracle Grid Infrastructureを新しいリリー

スにアップグレードする方法について説明します。 

 このドキュメントのユースケース・シナリオ 

 ドキュメントのアクセシビリティについて 

このドキュメントのユースケース・シナリオ 

スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのアップグレードは、Oracle RestartおよびOracle Automatic 

Storage Management (Oracle ASM)のアップグレードで構成されます。Oracle Restartでは、ホーム外のアップグレード

のみがサポートされます。 

このシナリオの前提条件 

 Oracle Restartのアップグレードを開始する前に、管理権限があることを確認してください。  

 アップグレード対象リリースのOracle Grid Infrastructureイメージ・ファイルをダウンロードします。  

このシナリオのアウトライン 

 アップグレードのためにOracle Restartの準備を整えます。目的に適ったアップグレード・パスを特定して、アップグ

レード前に必要なチェックを完了します。  

 Oracle Restartをアップグレードしてパッチを適用します。Oracle Grid Infrastructureインストーラを使用して

アップグレードを実行し、OPatchAutoを使用してOracle Restartにパッチを適用します。  

 Oracle Restartをダウングレードします。アップグレードの成功後または失敗後に、Oracle Restartを以前のリ

リースにダウングレードします。  

ここに示した手順は、このシナリオ・ドキュメントの各章に対応します。 

親トピック: はじめに 

ドキュメントのアクセシビリティについて 

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。 

Oracleサポートへのアクセス 

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様は

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。 

親トピック: はじめに 
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1 Oracle Restartのアップグレードの準備  

Oracle Restartのアップグレード前に、最適なアップグレード・パスを判断して、ここで説明するアップグレードの準備のための手

順を実行します。 

アップグレード処理をテストし、バックアップ計画を準備することをお薦めします。 

 Oracle Restartのアップグレードのオプションおよび制限事項 

スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart) 19c用のOracle Grid Infrastructureにアップグレードするときには、

次に示すアップグレードのオプションと制限事項を確認してください。  

 Oracle Restartのアップグレード前に完了する必要のあるチェック 

ここに示すアップグレード前のチェックを完了して、Oracle Restartのアップグレード・プロセスで問題が発生しないように

します。  

 データベースの停止 

Oracle Databaseの記憶域にOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用している

場合は、Oracle Restartのアップグレード前にデータベースを停止します。  
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1.1 Oracle Restartのアップグレードのオプションおよび制

限事項  

スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart) 19c用のOracle Grid Infrastructureにアップグレードするときには、次に示す

アップグレードのオプションと制限事項を確認してください。  

このリリースのOracle Restartでサポートされているアップグレード・パスは次のとおりです。 

 Oracle Restart 11gリリース2 (11.2.0.4)からOracle Restart 19cへのアップグレード。 

 Oracle Restart 12cリリース1 (12.1.0.2)からOracle Restart 19cへのアップグレード。 

 Oracle Restart 12cリリース2 (12.2)からOracle Restart 19cへのアップグレード。 

 Oracle Restart 18cからOracle Restart 19cへのアップグレード。 

Oracle Restartのアップグレードの制限事項 

 Oracle Restartは、常にホーム外でアップグレードします。既存のGridホームへのOracle Restartのインプレース・

アップグレードは実行できません。  

 Oracle Restart 19cのアップグレードは、以前のリリースのOracle Restartソフトウェアの所有者と同じユーザーで

実行する必要があります。  

 Gridホームのディレクトリは削除しないでください。たとえば、Grid_home\OPatchディレクトリを削除しないでください。こ

のディレクトリを削除すると、Oracle Restartインストールの所有者がOPatchユーティリティを使用してGridホームに

パッチを適用できなくなり、OPatchのエラー・メッセージ"'checkdir' error: cannot create 

Grid_home\OPatch"が表示されます。  

 19c Oracle Restartホーム内のソフトウェアは、アップグレードが完了するまで完全には機能しません。新しいGrid

ホームからsrvctlやcrsctlなどのコマンドの実行は、アップグレードが完了するまでサポートされません。  

 Oracle Restartのアップグレード中に、以前のリリースの既存のデータベース・ホーム内にあるデータベースを管理する

には、既存のデータベース・ホームからsrvctlユーティリティを使用します。  

親トピック: Oracle Restartのアップグレードの準備 
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1.2 Oracle Restartのアップグレード前に完了する必要のあ

るチェック  

ここに示すアップグレード前のチェックを完了して、Oracle Restartのアップグレード・プロセスで問題が発生しないようにします。 

1. アップグレード対象のOracle Restartリリースの新機能を確認します。  

2. アップグレードに必要なすべての情報を用意していることを確認します。次に例を示します。 

 Oracle Restart用のOracleベースの場所。  

 既存のOracle Restartホームとは別のOracle Restartホームの場所。 

 権限を付与されたユーザー・オペレーティング・システム・グループ。 

3. 環境変数%ORACLE_HOME%、%ORACLE_BASE%および%ORACLE_SID%の設定を解除します。これらの環境変数は、アッ

プグレード時に使用します。たとえば、gridユーザーとして、次のコマンドを実行します。  

 

SET ORACLE_HOME="" 

SET ORACLE_BASE="" 

SET ORACLE_SID="" 

4. 環境変数のTNS_ADMIN変数の値をNULLに設定します。  

5. PATH環境変数の設定を解除します。  

 「マイ コンピュータ」,を右クリックし、「プロパティ」を選択します。  

 右側のペインで「詳細」システム設定オプションを選択します。  

 「詳細」タブの「環境変数」オプションを選択します。  

 Path変数を選択して、「編集」をクリックします。  

 「環境変数の編集」ウィンドウで「削除」をクリックしてから、「OK」をクリックして確認します。  

関連項目 

 Oracle Database新機能ガイド  

親トピック: Oracle Restartのアップグレードの準備 
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1.3 データベースの停止  

Oracle Databaseの記憶域にOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を使用している場合は、

Oracle Restartのアップグレード前にデータベースを停止します。 

1. Oracleホーム・ユーザーとしてログインします。  

2. Oracle Databaseインスタンスを停止します。 

C:\> Grid_home\bin\srvctl stop database –d database_unique_name 

3. Oracle Databaseインスタンスが停止されていることを確認します。 

C:\> Grid_home\bin\srvctl status database –d database_unique_name 

Database is not running. 

親トピック: Oracle Restartのアップグレードの準備 
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2 Oracle Restartのアップグレードおよびパッチ適用  

ホーム外アップグレード・モードを使用したOracle Restartの新しいリリースへのアップグレード方法と、パッチのインストール方法

について説明します。 

 Oracle Restartのアップグレードのステップ 

この手順を実行して、スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart)用のOracle Grid Infrastructureを以前のリリー

スからアップグレードします。  

 アップグレード後のOracle Restartソフトウェア・バージョンの確認 

アップグレード後に、Oracle Restartのソフトウェア・リリース・バージョンを確認します。  

 Oracle Restartのパッチ適用 

スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart) 19c用のOracle Grid Infrastructureへのアップグレードが完了すると、

My Oracle Supportから個別のソフトウェア・パッチをダウンロードしてインストールできるようになります。  

 以前のリリースのGridホームのロック解除および削除 

以前のリリースからのアップグレード後に、以前のリリースのGridホームを削除できます。  
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2.1 Oracle Restartのアップグレードのステップ  

この手順を実行して、スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart)用のOracle Grid Infrastructureを以前のリリースから

アップグレードします。 

アップグレードの開始前に、rootスクリプトを実行するための準備を整えます。 

1. Oracleホーム・ユーザーとして、Oracle Grid Infrastructureのイメージ・ファイルをダウンロードして、そのファイルを

Gridホームに展開します。 

次に例を示します。 

C:\> md C:\app\grid\product\19.0.0\grid 

C:\> cd C:\app\grid\product\19.0.0\grid 

C:\> unzip -q download_location\grid_home.zip 

download_location\grid_home.zipは、ダウンロードしたOracle Grid Infrastructureのイメージ・ファイルのパス

です。  

 

  
 

注: 

 このイメージ・ソフトウェアは、新しい Grid ホームを配置するディレクトリに展開する必要があり

ます。 

 

2. Oracle Grid Infrastructureウィザードを起動します。 

C:\> C:\app\grid\product\19.0.0\grid\setup.exe 

3. 「Oracle Grid Infrastructureのアップグレード」オプションを選択して、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid 

Infrastructureをアップグレードします。  

4. 指示に従って、インストール・オプションを選択します。 

アップグレード時に要求される操作や指定する必要がある入力内容について、アップグレード中に不明なことがある場

合は、いつでもインストーラ・ウィンドウの「ヘルプ」ボタンをクリックしてください。  

親トピック: Oracle Restartのアップグレードおよびパッチ適用 
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2.2 アップグレード後のOracle Restartソフトウェア・バー

ジョンの確認  

アップグレード後に、Oracle Restartのソフトウェア・リリース・バージョンを確認します。 

1. gridユーザーとしてログインします。  

2. アップグレード後に、Oracle Restart 19cが使用中になっていることを確認します。 

C:\> Grid_home\bin\crsctl query has releaseversion 

Oracle High Availability Services version on the local node is [19.0.0.0.0] 

親トピック: Oracle Restartのアップグレードおよびパッチ適用 
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2.3 Oracle Restartのパッチの適用  

スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart) 19c用のOracle Grid Infrastructureへのアップグレードが完了すると、My 

Oracle Supportから個別のソフトウェア・パッチをダウンロードしてインストールできるようになります。 

1. 適用するパッチをMy Oracle Supportからダウンロードします。 

https://support.oracle.com 

「パッチと更新版」タブを選択してパッチを検索します。  

「推奨パッチ・アドバイザ」を選択して、ご使用のソフトウェアの製品グループ、リリースおよびプラットフォームを入力するこ

とをお薦めします。  

このパッチは、すべてのユーザーがアクセスできる共有ディレクトリに配置します。 

2. 適用するパッチのREADMEファイルを確認して、パッチのインストール前に必要な手順をすべて実行します。  

3. 管理者ユーザーとして、Gridホームの/OPatchディレクトリに移動します。 

C:\> cd C:\app\grid\product\19.0.0\grid\OPatch 

4. パッチのREADMEファイルで推奨されているバージョンのOPatchユーティリティをインストールします。  

5. パッチのREADMEファイルに示された手順に従ってパッチを適用します。 

C:\> opatchauto apply patch_directory_location\patch_ID 

6. gridユーザーとして、Oracle Restartのリリース・パッチ番号を確認します。 

C:\> Grid_home\bin\crsctl query has releasepatch 

リリース・パッチ・番号は、リリース更新(RU)およびリリース更新リビジョン(RUR)のパッチの場合にのみ変更されます。 

親トピック: Oracle Restartのアップグレードおよびパッチ適用 
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2.4 以前のリリースのGridホームのロック解除および削除  

以前のリリースからのアップグレード後に、以前のリリースのGridホームを削除できます。 

次のステップを実行します。 

1. 以前のリリースのGridホームのbinディレクトリに移動します。 

C:\> cd C:\app\grid\product\18.0.0\grid\bin 

2. deinstallコマンドを使用して、以前のリリースのOracle Grid Infrastructureのインストールを削除します。 

C:\app\grid\product\18.0.0\grid\bin:\> deinstall 

 

  
 

注: 

古い grid ホームのサービスとディレクトリが削除されていることを確認します。  

 

  
 

注意: 

Oracle ソフトウェアを削除するには、同じリリースから deinstall コマンドを使用する必要があります。以

前のリリースの Oracle ソフトウェアを削除するとき、それより新しいリリースの deinstall コマンドは実行し

ないでください。たとえば、既存の 18.0.0.0.0 Grid ホームから Oracle ソフトウェアを削除する場合は、

deinstall コマンドを 19.0.0.0.0 Grid ホームから実行しないでください。  

 

親トピック: Oracle Restartのアップグレードおよびパッチ適用 
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3 Oracle Restartのダウングレード  

スタンドアロン・サーバー(Oracle Restart)用のOracle Grid Infrastructureは、アップグレードの成功後または失敗後に

以前のリリースにリストアできます。 

 Oracle Restartのダウングレードのオプションおよび制限事項 

アップグレードの成功後または失敗後に、Oracle Restartを以前のリリースにダウングレードするときには、ここに示すダ

ウングレードのオプションと制限事項を確認してください。  

 Oracle Restartのダウングレード 

この手順は、Oracle Restartの構成を解除してダウングレードする場合や、Oracle Restartのインストール・エラー

をトラブルシューティングする場合に使用してください。  
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3.1 Oracle Restartのダウングレードのオプションおよび制

限事項  

アップグレードの成功後または失敗後に、Oracle Restartを以前のリリースにダウングレードするときには、ここに示すダウング

レードのオプションと制限事項を確認してください。 

ダウングレード・オプションには、次の旧リリースがあります。 

 Oracle RestartのOracle Restart 18cへのダウングレード。 

 Oracle RestartのOracle Restart 12cリリース2 (12.2)へのダウングレード。 

 Oracle RestartのOracle Restart 12cリリース1 (12.1.0.2)へのダウングレード。 

 Oracle RestartのOracle Restart 11gリリース2 (11.2.0.4)へのダウングレード。 

Oracle Restartのダウングレードの制限事項 

 Oracle Restartは、アップグレード後に構成を変更していない場合にのみ、以前のリリースにダウングレードできます。  

 Oracle Restartのアップグレード前のリリースにのみダウングレードできます。たとえば、Oracle Restart 18cから

Oracle Restart 19cにアップグレードした場合は、Oracle Restart 18cにのみダウングレードできます。  

親トピック: Oracle Restartのダウングレード 
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3.2 Oracle Restartのダウングレード  

この手順は、Oracle Restartの構成を解除してダウングレードする場合や、Oracle Restartのインストール・エラーをトラブル

シューティングする場合に使用してください。 

roothas.batにコマンド・フラグ-deconfig -forceを設定して実行すると、インストールしたバイナリを削除することなくOracle 

Restartの構成を解除できます。この機能は、スタンドアロン・サーバー用のOracle Grid Infrastructureのインストール中に

エラーが発生した場合に役立ちます。たとえば、root.shコマンドを実行したときに、オペレーティング・システム・パッケージの欠落

があったとします。roothas.bat -deconfig -forceを実行して、Oracle Restartの構成を解除し、エラーの原因を修正し

てから再度root.shを実行できます。  

1. oracleユーザーとして、SPFILEのバックアップを作成してPFILEにします。 

CREATE PFILE='C:\app\oracle\product\19.0.0\dbhome_1\dbs\test_init.ora' 

FROM SPFILE='C:\oracle\dbs\test_spfile.ora'; 

2. サーバー上のすべてのOracleデータベースとそれらのバージョン、データベースの一意の名前およびOracleホームの情

報をすべてリストします。 

C:\> srvctl config database -home 

3. Oracle Databaseをダウングレードします。ダウングレード前、ダウングレード時およびダウングレード後に必要なタスク

の詳細と互換性の情報は、『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』を参照してください。 

 

  
 

注: 

Oracle Database のダウングレードは、Oracle Restart をダウングレードしたときの Oracle Restart

のバージョンよりも Oracle Database のバージョンが新しい場合にのみ実行してください。  

 

4. oracleユーザーとして、Oracle Restartのリソースをダウングレードします(Oracle Databaseをダウングレードしてい

た場合)。 

C:\> srvctl downgrade database -d db_unique_name -oraclehome %ORACLE_HOME% -t to_version 

5. データベース、サービスおよびリスナーのそれぞれについてOracle Restartの構成を調べます。 

C:\> srvctl config database -db db_unique_name 

C:\> srvctl config service -db db_unique_name 

C:\> srvctl config listener -listener listener_name 

この構成情報をメモしておきます。この情報は、Oracle Restartにコンポーネントを追加しなおすときに使用します。 

6. 実行中のすべてのデータベースおよびリスナーを停止してから、Oracle Restartの構成解除またはダウングレードを実

行します。 

C:\> srvctl stop database -db db_unique_name 

C:\> srvctl stop listener [-listener listener_name] 

7. rootユーザーとして、Oracle Restartの構成を解除する-deconfig -forceフラグを設定してroothas.batを実行

します。 

C:\> C:\app\oracle\product\19.0.0\grid\crs\install\roothas.bat -deconfig -force 

8. gridユーザーとして、Oracle中央インベントリ(oraInventory)を更新します。 

17

https://docs.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=en/database/oracle/oracle-database/19/uporw&id=UPGRD-GUID-CAD9888A-2E6E-48F8-938C-B3E861738606


C:\> C:\app\oracle\product\19.0.0\grid\oui\bin\setup.exe -updateNodeList -silent 

ORACLE_HOME=upgraded_Grid_home -local CRS=false 

9. rootユーザーとして、以前のリリースのOracle Restartホームのロックを解除するための-unlockフラグを設定して、

roothas.batを実行します。 

 

C:\> C:\app\oracle\product\18.0.0\grid\crs\install\roothas.bat -unlock -dstcrshome 

previous_release_Grid_home 

10. gridユーザーとして、setup.exeコマンドを使用して以前のリリースのOracle Restartホームを再構成します。 

C:\> C:\app\oracle\product\18.0.0\grid\setup.exe 

11. oracleユーザーとして、Oracle Restartの構成を解除する前にメモしたものと同じ属性でOracle Restart

にコンポーネントを追加しなおします。 

a. Oracle Restart構成にOracle Databaseを追加します。 

C:\> srvctl add database -db db_unique_name -oraclehome Oracle_home 

b. Oracle Restart構成にリスナーを追加します。 

C:\> srvctl add listener -listener listener_name -oraclehome Oracle_home 

-oraclehomeパラメータには、ダウングレード前にリスナーが実行されていたOracleホームのパスを指定します。  

c. srvctl add serviceコマンドを使用して、各サービスをデータベースに追加します。 

C:\> srvctl add service -db db_unique_name -service service_name_list 

関連項目 

 『Oracle Databaseアップグレード・ガイド』  

親トピック: Oracle Restartのダウングレード 
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